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現状に即した施設整備

〇調理室は不要、今ある
施設の活用が大事。

（船場公園、コミセン、
ハートフルにもある）

〇使用率の低い部
屋は無くしても
いいのでは。

〇1時間単位の時間貸しがで
きるといい。

〇駅前であれば道の駅を訪れる
人たちとの交流も期待できる。

〇市役所庁舎を作る。窓
口機能だけでもよい。

〇買物や食事などの人の
流れが期待できる。

〇イベントなど自
由に使えるフ
リースペース。

〇屋外に屋根が掛
かったフリース
ペース。様々な利用が可

能なフレキシビ
リティが重要

〇コンベンション機
能（産業会館をイ
メージ）。

〇若者やお年寄り
の居場所となる
フリースペース。

〇市民がどう支え、運
営していくのか、仕
組みづくりが必要。

〇にぎわいや人の流れ
を産み出すだめに市
役所機能もセットで
考えるべき。

〇効率的に、収益的
が期待できるよう
に造る。

様々な機能が組み合
わせて使えることは
重要（事例：アオー
レ長岡）

〇他施設にもあるもの
は作らなくてもよい
が視聴覚室といった
特殊な部屋は必要。

〇席数は減らして
もいいが、ステー
ジは現状の広さを
確保すべき。

〇天井高が無くても可能なス
ポーツは、会議室などでも
できる（機能の転用）。

〇市民が集えるスペー
スがとして図書館機
能があるとよい。

図書「館」でなくても
図書機能は重要。街を
回遊させる機能にもな
りえる（事例：小布施
まちじゅう図書館）

市役所は最後の切り札と
なるが、利用向上やにぎ
わい創出が期待される
施設関連の課を設置とい
うのもあるのではないか

〇必要な機能も変
化してきている。
現状に即した施
設を造るべき。

〇収益性と利用率の
どちらに重きを置
くのかでコンセプ
トも変わる。

〇収益は生まなくても、
市民に利用してもら
える施設整備を。

〇公共交通網と組み合わせた
検討が必要。

〇防災機能が必要。

公共交通とのネット
ワークなど利用者の
足はしっかり考える
必要がある

運営もセットで検討

必要な機能・施設内容

市役所という意見も・・・

〇運営や市民参加
の仕組みづくり
が大事。

フリースペース

多様な機能構成

収益性と利用率

市民が参加できる仕組みづくり

運営の柔軟性

今までの施設
を全て建替え
る必要はない

公共交通
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